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世界文化遺産「富士山‒信仰の対象と芸術の源泉」
構成資産一覧表
世界文化遺産「富士山‒信仰の対象と芸術の源泉」
構成資産一覧表
名称 県名 国指定文化財の種別

❶富士山域
❶-❶山頂の信仰遺跡群 静岡県・山梨県 特別名勝、史跡
❶-❷大宮・村山口登山道（現在の富士宮口登山道） 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❸須山口登山道（現在の御殿場口登山道） 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❹須走口登山道 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❺吉田口登山道 山梨県 特別名勝、史跡
❶-❻北口本宮冨士浅間神社 山梨県 史跡※1
❶-❼西湖 山梨県 名勝
❶-❽精進湖 山梨県 名勝
❶-❾本栖湖 山梨県 名勝
❷富士山本宮浅間大社 静岡県 史跡※2
❸山宮浅間神社 静岡県 史跡
❹村山浅間神社 静岡県 史跡
❺須山浅間神社 静岡県 史跡
❻冨士浅間神社（須走浅間神社） 静岡県 史跡
❼河口浅間神社 山梨県 史跡
❽冨士御室浅間神社 山梨県 史跡※2
❾御師住宅（旧外川家住宅） 山梨県 重要文化財
�御師住宅（小佐野家住宅） 山梨県 重要文化財
�山中湖 山梨県 名勝
�河口湖 山梨県 名勝
�～20忍野八海 山梨県 天然記念物
�船津胎内樹型 山梨県 天然記念物
�吉田胎内樹型 山梨県 天然記念物
�人穴富士講遺跡 静岡県 史跡
�白糸ノ滝 静岡県 名勝、天然記念物
�三保松原 静岡県 名勝

※1　本殿、西宮本殿、東宮本殿は重要文化財　※2　本殿は重要文化財

横浜山頂の信仰遺跡群山頂の信仰遺跡群

大宮・村山口登山道
（現在の富士宮口登山道）
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船津胎内樹型船津胎内樹型

吉田胎内樹型吉田胎内樹型
山中湖

御師住宅
（旧外川家住宅・小佐野家住宅）

人穴富士講遺跡

河口湖
西湖精進湖 冨士御室浅間神社

河口浅間神社

本栖湖

さがみ湖リゾート
プレジャーフォレスト
さがみ湖リゾート
プレジャーフォレスト

富士急ハイランド／
ハイランドリゾート ホテル & スパ／
ふじやま温泉／
フジヤマミュージアム

ホテルマウント富士

富士本栖湖
リゾート

水陸両用バス
YAMANAKAKO NO KABA

富士ゴルフコース

初島アイランドリゾート

富士急雲上閣

スノータウン Yeti
ゆうえんち ぐりんぱ
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富
士
と
と
も
に
、

こ
の
地
と
と
も
に

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
１
年
。

富
士
山
麓
に
は
国
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
活
況
を
見
せ
て
い
る
。

創
業
以
来
、
世
界
に
誇
る
富
士
山
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の

観
光
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
富
士
急
行
は
、

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、

世
界
文
化
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

富
士
急
行
の
現
在
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

（
２
０
１
４
年
４
月
末
に
取
材
。
役
職
な
ど
は
取
材
時
の
も
の
で
す
）

特集：富士山とともに
［富士急行と富士山麓観光］
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織
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写
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富
士
急
行
株
式
会
社
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世界文化遺産「富士山‒信仰の対象と芸術の源泉」
構成資産一覧表
世界文化遺産「富士山‒信仰の対象と芸術の源泉」
構成資産一覧表
名称 県名 国指定文化財の種別

❶富士山域
❶-❶山頂の信仰遺跡群 静岡県・山梨県 特別名勝、史跡
❶-❷大宮・村山口登山道（現在の富士宮口登山道） 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❸須山口登山道（現在の御殿場口登山道） 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❹須走口登山道 静岡県 特別名勝、史跡
❶-❺吉田口登山道 山梨県 特別名勝、史跡
❶-❻北口本宮冨士浅間神社 山梨県 史跡※1
❶-❼西湖 山梨県 名勝
❶-❽精進湖 山梨県 名勝
❶-❾本栖湖 山梨県 名勝
❷富士山本宮浅間大社 静岡県 史跡※2
❸山宮浅間神社 静岡県 史跡
❹村山浅間神社 静岡県 史跡
❺須山浅間神社 静岡県 史跡
❻冨士浅間神社（須走浅間神社） 静岡県 史跡
❼河口浅間神社 山梨県 史跡
❽冨士御室浅間神社 山梨県 史跡※2
❾御師住宅（旧外川家住宅） 山梨県 重要文化財
�御師住宅（小佐野家住宅） 山梨県 重要文化財
�山中湖 山梨県 名勝
�河口湖 山梨県 名勝
�～20忍野八海 山梨県 天然記念物
�船津胎内樹型 山梨県 天然記念物
�吉田胎内樹型 山梨県 天然記念物
�人穴富士講遺跡 静岡県 史跡
�白糸ノ滝 静岡県 名勝、天然記念物
�三保松原 静岡県 名勝

※1　本殿、西宮本殿、東宮本殿は重要文化財　※2　本殿は重要文化財
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差
別
化
戦
略
で
事
業
展
開

富
士
山
を
中
心
と
す
る
山
麓
一
帯
に
お
け
る

富
士
急
行
の
観
光
開
発
は
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン

ド
か
ら
河
口
湖
周
辺
一
帯
に
広
が
る
国
立
公
園

の
一
部
・
富
士
北
麓
と
富
士
南
麓
、
二
つ
に
大

別
さ
れ
る
。
と
も
に
遊
園
地
や
ホ
テ
ル
、
温
泉

施
設
、
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
別
荘
地
な
ど
が
集
中
し
、
一
大
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
。

山
中
湖
・
河
口
湖
・
本
栖
湖
・
西
湖
・
精
進

湖
を
総
称
す
る
「
富
士
五
湖
」
と
い
う
呼
び
名

は
、
富
士
急
行
の
創
業
者
で
あ
る
堀
内
良
平
が

富
士
北
麓
の
景
勝
を
宣
伝
し
よ
う
と
名
付
け
た

も
の
だ
。
以
来
、
富
士
急
行
は
富
士
五
湖
を
起

点
に
開
発
を
進
め
、
富
士
山
観
光
を
牽
引
し
て

き
た
。
一
大
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
を
形
成
し
、
成

熟
期
を
迎
え
た
近
年
で
は
ソ
フ
ト
面
に
も
注

力
。「
山
＝
夏
」
と
い
う
観
光
客
の
固
定
観
念

を
一
掃
す
る
、
通
年
型
の
観
光
地
づ
く
り
に
一

つ
の
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
た
「
富
士
芝
桜
ま
つ

り
」
は
、
冠
雪
の
富
士
山
と
芝
桜
を
楽

し
む
春
の
祭
典
だ
。
富
士
本
栖
湖
リ

ゾ
ー
ト
内
の
２・
４
ha
の
広
大
な
敷
地

に
首
都
圏
最
大
級
と
な
る
約
80
万
株
の

芝
桜
が
咲
き
誇
る
。
開
催
期
間
中
、
40

数
万
人
が
訪
れ
る
富
士
山
麓
の
「
花
の

祭
典
」
と
し
て
定
着
し
た
。

開
催
期
間
は
４
月
中
旬
か
ら
約
１
カ

月
半
。
ほ
ぼ
１
年
が
か
り
で
準
備
を
進

め
る
。
今
年
は
２
月
の
記
録
的
大
雪
で

芽
吹
き
が
遅
れ
た
が
、
４
月
19
日
か
ら

６
月
１
日
ま
で
開
催
。
交
通
面
で
も
、

新
宿
駅
に
加
え
て
新
た
に
川
崎
駅
・
千

葉
駅
か
ら
河
口
湖
行
き
の
Ｊ
Ｒ
直
通
電

車
を
運
行
。
各
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

向
上
を
図
っ
た
。

「
富
士
芝
桜
ま
つ
り
」
で
春
季
の
賑

わ
い
を
図
り
、
富
士
登
山
や
富
士
五
湖

を
は
じ
め
と
す
る
富
士
山
観
光
の
ハ
イ

シ
ー
ズ
ン
が
終
息
す
る
頃
、
い
ち
早
く

ス
タ
ー
ト
す
る
の
が
富
士
急
行
の
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
で
は
毎
年
関
東
の
屋
外
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
「
ク
リ
ス

タ
ル
ラ
グ
ー
ン
リ
ン
ク
」
を
開
業
。
滑

り
や
す
く
安
定
感
の
あ
る
２
枚
刃
ス

ケ
ー
ト
靴
の
貸
し
出
し
や
夜
間
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
感
覚
あ
ふ
れ
る
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

を
提
供
し
て
い
る
。

南
麓
エ
リ
ア
で
は
、
屋
外
ス
キ
ー
場

「
イ
エ
テ
ィ
」
が
日
本
で
い
ち
ば
ん
早
く

10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ま
た
、
よ
り

首
都
圏
に
近
く
、
近
年
開
発
を
進
め
て

い
る
相
模
湖
周
辺
で
は
、
４
０
０
万
球

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
冬

の
祭
典
「
さ
が
み
湖
イ
ル
ミ
リ
オ
ン
」

を
開
催
。
各
エ
リ
ア
で
シ
ー
ズ
ン
レ
ス

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
隣
接

し
て
、
昨
年
新
設
し
た
の
が
、
入
場
料

無
料
の
「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
タ
ウ
ン
」

だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
人
気
絵
本
「
リ
サ
と

ガ
ス
パ
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
若
い
女
性
層
の
集
客
を
狙
う
。

さ
ら
に
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ホ
テ
ル
「
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆

ス
パ
」
内
の
富
士
山
を
展
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
フ
ジ
ヤ
マ
テ
ラ
ス
」
で
は
、
地
産
地
消
と

し
て
山
梨
県
産
の
ワ
イ
ン
や
食
材
を
提
供
す
る

な
ど
、
通
年
型
観
光
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
観
光
客
層
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
ル
ー
プ
事
業
部
長
兼
不
動
産
事
業
部
担
当

の
福
重
隆
一
専
務
取
締
役
は
「
少
子
高
齢
化
の

中
で
い
か
に
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
て
、
お
客
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
を
高
め
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
付
加
価
値
を
加
え
た
差
別
化
戦
略

に
の
っ
と
っ
て
、
当
社
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

世
界
遺
産
効
果
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

昨
年
６
月
の
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
後

は
、
円
安
や
ビ
ザ
の
規
制
緩
和
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
経
済
成
長
な
ど
複
数
の
要
因
と
相
ま
っ

富士急行株式会社
専務取締役 専務執行役員
グループ事業部長兼不動産事業部担当

福重隆一
Takaichi FUKUSHIGE

富士急行株式会社
専務取締役 専務執行役員
交通事業部長

堀内哲夫
Tetsuo HORIUCHI

富士山観光を広げ高める
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て
、
富
士
山
麓
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
て
い
る
。
富
士
急

行
に
と
っ
て
も
、「
世
界
文
化
遺
産
登

録
の
影
響
は
、
想
定
外
の
大
き
さ
だ
っ

た
」（
福
重
専
務
）
と
い
う
。

中
で
も
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で

は
、
２
０
１
３
年
度
の
外
国
人
来
園
者

数
が
前
年
度
比
２
０
０
％
に
及
ん
だ
。

「
従
来
の
欧
米
か
ら
の
観
光
客
に
加

え
、
中
国
、
韓
国
、
特
に
最
近
は
タ
イ

や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
。
当
社
が
設
置

す
る
上
海
と
台
北
の
営
業
所
で
も
、
積

極
的
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
い
る
が
、
非
常
に
い
い
手
応
え
が

返
っ
て
く
る
」（
福
重
専
務
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
富
士
山
麓
エ

リ
ア
の
詳
細
な
情
報
を
得
て
い
る
こ
と

も
、
外
国
人
観
光
客
の
特
徴
の
一
つ
だ
。

例
え
ば
、
富
士
急
行
線
の
下
吉
田
駅
近

く
に
あ
る
新
倉
山
浅
間
公
園
は
、
新
倉

山
の
中
腹
に
あ
る
公
園
で
、
正
面
に
富

士
山
を
望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知

ら
れ
る
。
特
に
桜
の
季
節
に
は
富
士
山

と
桜
、
傍
ら
に
建
つ
朱
塗
り
の
忠
霊
塔

と
、
日
本
を
象
徴
す
る
よ
う
な
光
景
が

広
が
る
が
、
こ
こ
が
外
国
人
観
光
客
の

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の

だ
。
特
に
タ
イ
の
観
光
客
の
間
で
情
報

が
拡
散
、
多
い
日
に
は
下
吉
田
駅
に

２
０
０
人
以
上
の
外
国
人
観
光
客
が
乗

降
す
る
。「
富
士
芝
桜
ま
つ
り
」
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
タ
イ
語
を

加
え
た
段
階
で
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に

増
加
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
外
国
人
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
各
施
設
で
急
速
に

進
め
て
い
る
の
が
多
言
語
対
応
だ
。
鉄
道
駅
や

バ
ス
施
設
、
案
内
板
、
Ｈ
Ｐ
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
、
日
本
語
の
ほ
か
、
英
語
と
中

国
語
（
簡
体
字
・
繁
体
字
）、
韓
国
語
で
表
示
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
や
一
部
の
施
設
で
は
、
タ
イ
語
の

表
記
を
追
加
し
て
い
る
。

特
に
、
外
国
人
観
光
客
が
乗
降
客
の
お
よ
そ

２
割
を
占
め
る
と
い
う
終
点
の
河
口
湖
駅
で
は
、

発
車
案
内
や
券
売
機
な
ど
、
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
の
各
国
語
に
対
応
し
、
改
札
口
脇
に
は

英
語
向
け
の
観
光
案
内
所
も
開
設
。
外
国
人
観

光
客
が
多
い
河
口
湖
駅
と
大
月
駅
に
は
、
多
言

語
に
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
常
駐
し
て
お
り
、
多
く
の
富
士
急
行
社
員
が

自
己
啓
発
の
一
環
と
し
て
外
国
語
の
習
得
に
励

ん
で
い
る
と
い
う
。
沿
線
自
治
体
も
、
案
内
所

や
標
識
な
ど
の
多
言
語
表
示
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

さ
ら
に
「
最
低
限
必
要
な
条
件
は
、
国
際
電

話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
」
と
福
重

専
務
が
語
る
よ
う
に
、
昨
年
３
月
に
は
、
鉄
道

駅
や
高
速
バ
ス
車
内
、
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
内

に
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
を
完

了
さ
せ
た
。
こ
れ
は
山
梨
県
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
連

携
事
業
で
進
め
た
も
の
で
、
山
梨
県
部
の
富
士

山
麓
に
は
、
宿
泊
施
設
な
ど
も
含
め
約

１
５
０
０
カ
所
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　交
通
と
観
光
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

こ
う
し
た
国
内
外
の
観
光
客
の
移
動
を
支
え

て
い
る
の
が
、
富
士
急
行
の
交
通
事
業
だ
。「
足

1富士山を背景にスイスをイメージした駅であるとして、河口湖駅は、1997 年「関東の駅百選」に
選定されている。富士急行線の中でも、特に外国人観光客の乗降の多い駅の一つ 2富士吉田市の
中でも有数の富士山ビューポイント「新倉山浅間公園」。公園の入り口には新倉浅間神社がある。桜
の季節には富士山と桜、忠霊塔を一枚の写真におさめたいと多くの人が訪れるが、今ではここも外
国人観光客に広く知られる観光スポットとなっている 34各施設における多言語表示はもちろん、
富士急行では外国人観光客に対する案内サービスの充実を進めている

1富士急ハイランド。「総
回転数世界一」「最高落
下速度世界一」などギネ
ス記録を持つ絶叫マシン
の数々が人気を博してい
る 2富士山麓の春を告げ
る「富士芝桜まつり」。そ
の美しさと圧倒的なス
ケール感に魅了され、毎
年訪れるという人も多い 
34絵本の舞台となるパ
リの街並みを再現した

「リサとガスパールタウ
ン」。雑貨ショップやカ
フェなどが軒を連ねる

1

1

3 4

2

2

3 4
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を
持
っ
た
総
合
観
光
企
業
」
富
士

急
行
は
、
鉄
道
、
高
速
バ
ス
、
乗

合
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
、エ
リ
ア
内

の
交
通
手
段
す
べ
て
を
網
羅
す
る
。

収
益
面
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
部
門
が
過
半
を
占
め
る
が
、

そ
れ
ら
を
下
支
え
し
て
い
る
の
が

交
通
事
業
で
あ
り
、
シ
ナ
ジ
ー
効

果
に
よ
っ
て
、
双
方
が
成
長
を
重

ね
て
き
た
。

富
士
急
行
線
は
大
月

－

河
口
湖

間
の
路
線
だ
が
、
週
末
や
大
型
連

休
な
ど
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
の
新
宿
駅
や
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
の

小
山
駅
・
大
宮
駅
か
ら
河
口
湖
駅

ま
で
、
直
通
電
車
が
運
行
し
て
い

る
。バ

ス
事
業
で
は
、
東
京
・
神
奈

川
・
埼
玉
・
山
梨
・
静
岡
の
１
都

４
県
に
営
業
拠
点
を
展
開
。
34
路

線
の
高
速
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

首
都
圏
や
羽
田
空
港
・
成
田
空

港
、
中
京
圏
や
関
西
圏
と
富
士
山

麓
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ぶ
。
現
地
で
の
２
次
交

通
に
は
、
周
遊
バ
ス
や
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

を
整
備
し
て
い
る
。

「
足
を
持
つ
と
い
う
大
き
な
強
み
を
活
か
し

て
い
き
た
い
。
６
月
末
に
は
圏
央
道
が
開
通
し
、

中
部
横
断
道
と
新
東
名
高
速
道
の
接
続
な
ど
周

辺
の
道
路
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
富
士
山
麓
は
、

さ
ら
に
至
近
の
観
光
地
に
な
る
。
当
社
な
ら
で

は
の
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
拡
充
し
、

『
足
を
持
っ
た
総
合
観
光
企
業
』
と
し
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
富
士
山
観
光
を
牽
引
し
て
い
く
」
と

福
重
専
務
は
抱
負
を
語
る
。

「
富
士
山
駅
」
の
誕
生

富
士
急
行
の
交
通
事
業
部
門
の
原
点
で
あ
る

富
士
急
行
線
は
、「
富
士
山
に
一
番
近
い
鉄
道
」

と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
が
、
富
士
登
山

や
富
士
山
麓
へ
の
旅
客
誘
致
の
た
め
に
敷
設
さ

れ
た
路
線
だ
が
、
こ
の
10
年
の
間
、
富
士
急
行

で
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
見
据
え
、「
富
士

山
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
観
光
客
誘
致
を
、

グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
展
開
し
て
き
た
。

下吉田駅　12 1950 年開業の昭和モダンのフォルムを存
分に活かしてリニューアルした 3駅舎の天井画は、長野県
小布施町にある葛飾北斎の「八方睨み鳳凰図」を水戸岡氏
自身が写し、アレンジした線画。壁面には、富士の絵が配し
てあり、その下には富士の稜線をイメージしたベンチが置か
れている 4下吉田倶楽部の出入り口も、どこか昭和の時代
が香る懐かしいたたずまいとなっている

富士山駅　1富士山駅のシンボルとなっている朱塗りの大鳥居は、世界文化遺産・富士山の構成資産である「吉田口登山道」
の出発点に位置する北口本宮冨士浅間神社の大鳥居を倣った 2屋上にはウッドデッキにテーブル席やベンチを配置した「屋
上展望広場」が整備された 3駅ホームは木材を多用したつくりで、コンクリートのホームの途中にはウッドデッキが設えてあ
る。この位置に立つと、正面に富士山の麗姿を拝むことができる 4改札口には最新式の電車発車案内板が設置されている

1

1

2

3

4

3

2

4



23 MINTETSU SUMMER 2014

特集：富士山とともに
［富士急行と富士山麓観光］

そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
の
が
、
２
０
１
１
年

７
月
に
誕
生
し
た
富
士
山
駅
だ
。
富
士
吉
田
駅

を
改
名
、
駅
舎
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
富
士
山
駅
周
辺

は
、
富
士
山
信
仰
の
面
影
が
色
濃
く
残
り
、
信

仰
登
山
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
吉
田
口
登
山
道

の
入
り
口
、
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
が
あ

る
。
富
士
登
山
・
富
士
山
観
光
の
出
発
点
、

「
富
士
山
の
玄
関
口
」
と
な
る
の
が
こ
の
富
士
山

駅
だ
。

「
富
士
山
麓
に
お
い
て
『
富
士
山
』
を
駅
名

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
正
直
、
非
常
に

重
く
、
畏
れ
多
い
こ
と
と
感
じ
た
が
、
歴
史

的
・
地
域
的
に
見
て
も
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
、
こ
の
名
を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
単

に
改
称
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
登

山
や
富
士
山
観
光
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、

こ
の
地
域
の
発
展
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
責
任
を
感
じ
て
い
る
」
と
、
交
通
事
業
部

長
を
務
め
る
堀
内
哲
夫
専
務
取
締
役
は
語
る
。

駅
舎
や
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
工
業
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ
る
も
の
で
、
駅
の

入
り
口
に
は
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
の
大
鳥

居
に
倣
っ
た
朱
塗
り
の
大
鳥
居
を
設
置
。
ま
た
、

駅
ビ
ル
屋
上
に
は
、
富
士
の
眺
望
を
楽
し
む
屋

上
展
望
広
場
を
整
備
し
た
。
世
界
に
向
け
て
開

か
れ
た
富
士
山
の
玄
関
口
は
、
国
内
外
か
ら
訪

れ
る
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
、
富
士
山
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
に
２
カ
月
先
立
ち
、
下
吉
田
駅
に
は
「
ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
テ
ラ
ス
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
「
下
吉
田
倶
楽
部
」
が
開
業
し
た
。

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
テ
ラ
ス
で
は
、
か
つ
て
寝

台
特
急
「
富
士
」
と
し
て
活
躍
し
た
車
両
と
同

型
の
寝
台
客
車
や
、
富
士
山
麓
電
気
鉄
道
の
開

業
年
に
製
造
さ
れ
た
貨
車
な
ど
富
士
急
行
線
で

活
躍
し
て
い
た
車
両
３
台
を
展
示
し
て
い
る
。

下
吉
田
倶
楽
部
は
待
合
室
と
カ
フ
ェ
が
融
合
し

た
憩
い
の
場
だ
。
２
０
０
９
年
、
レ
ト
ロ
モ
ダ

ン
な
駅
舎
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
下
吉
田
駅

に
、
新
し
い
賑
わ
い
の
場
が
加
わ
っ
た
。

富
士
山
駅
と
下
吉
田
駅
、
ど
ち
ら
も
観
光
拠

点
駅
で
は
あ
る
が
、
富
士
山
駅
に
は
地
元
住
民

が
利
用
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
「
Ｑ

－

Ｓ
Ｔ

Ａ
」
が
併
設
、
下
吉
田
倶
楽
部
は
地
元
の
人
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
も

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
駅
が
街
の
社
交
場
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
駅
も
観
光
客
と

地
元
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

多
種
の
車
両
で
観
光
路
線
化
を
促
進

鉄
道
車
両
で
は
、
富
士
山
観
光
に
訪
れ
る
観

光
客
に
と
っ
て
「
鉄
道
に
乗
る
こ
と
」
自
体
が

一
つ
の
目
的
と
な
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
電
車
を
投
入
し
て
い
る
。

２
０
０
９
年
８
月
、
開
業
80
周
年
を
機
に
、

本
格
的
な
観
光
電
車
と
し
て
誕
生
し
た
の
が

「
富
士
登
山
電
車
」
だ
。
外
観
は
開
業
当
時
の

車
両
と
同
じ
「
さ
び
朱
色
」。
富
士
山
の
麓
の

山
岳
風
景
を
１
枚
の
絵
の
よ
う
に
楽
し
め
る

「
日
本
一
ゆ
た
か
な
登
山
電
車
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
水
戸
岡
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
車
内
は
木

を
多
用
し
た
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア
で
、

ベ
ン
チ
・
ボ
ッ
ク
ス
席
・
ソ
フ
ァ
な
ど
多
様
な

座
席
や
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
２
両
１
編
成
で
、
内
装
を
濃
茶
の
木
と

赤
色
を
基
調
に
ま
と
め
た
「
赤
富
士
」
と
、
白

木
と
青
色
が
基
調
の
「
青
富
士
」
が
あ
る
。

フジサン特急　1元ＪＲ東日本の「パノラマエクスプレスアルプス」だった
車体で、101のフジサンキャラが描かれている
トーマスランド号　2車内には子どもたちに人気の「キッズ運転席」がある 
マッターホルン号　3ＭＧＢ鉄道の客車のイメージカラーで人気の車両
通勤車両 6000 系　4 FUJIKYU　COMMUTER　TRAIN と名付けられてい
る。富士山を表現する鮮やかな青と黄色がデザインのアクセント
富士登山電車　567「乗ってみたい民鉄有料特急」などのアンケートで
は常に上位にランキングされている。ホテルのラウンジのような内装が人気
で、青富士と赤富士がある。全員着席が前提の定員制で、電話またはイン
ターネットによる予約も取り入れている

1 2

5

6 7

3 4
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こ
の
富
士
登
山
電
車
は
、
普
通
乗
車
券
の
ほ

か
に
着
席
券
が
必
要
で
、
事
前
予
約
制
。
１
日

２
往
復
運
転
し
、
専
属
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
沿
線

の
観
光
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

「
大
月
駅
で
乗
車
し
た
時
か
ら
富
士
山
ツ

ア
ー
が
始
ま
る
。
そ
ん
な
電
車
を
つ
く
り
た

か
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
も
素
材
も
細
部
に
至
る
ま

で
こ
だ
わ
っ
て
仕
上
げ
て
お
り
、
単
な
る
移
動

手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
車
中
か
ら
富
士
山
を

楽
し
む
、
乗
る
こ
と
自
体
を
目
的
に
し
て
い
た

だ
け
る
電
車
に
な
っ
て
い
る
」（
堀
内
専
務
）

２
０
０
２
年
２
月
に
運
行
を
開
始
し
た
「
フ

ジ
サ
ン
特
急
」
は
、
パ
ノ
ラ
マ
車
両
の
２
編
成
。

１
０
１
種
類
の
フ
ジ
サ
ン
キ
ャ
ラ
が
描
か
れ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
車
体
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
夏
に
は
、
そ
の
う
ち
の
１
編
成
が
小
田
急

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
２
０
０
０
０
形
（
Ｒ
Ｓ
Ｅ
）
を
改

造
し
た
新
フ
ジ
サ
ン
特
急
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

普
通
列
車
も
多
彩
な
顔

を
見
せ
る
。
１
９
９
８
年

に
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
に

オ
ー
プ
ン
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
「
ト
ー
マ
ス
ラ
ン

ド
」
に
ち
な
ん
だ
「
ト
ー

マ
ス
ラ
ン
ド
号
」
は
機
関

車
ト
ー
マ
ス
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
車
両
の
内
外
を
賑

や
か
に
彩
り
、
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
大
人
の
人
気

も
集
め
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
は
、
ス

イ
ス
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
・
ゴ
ッ
タ
ル
ド
鉄
道
と

の
姉
妹
鉄
道
提
携
15
周
年
を
記
念
し
て
、
同
鉄

道
の
車
両
カ
ラ
ー
と
同
じ
く
赤
と
白
で
塗
装
し

た
「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
号
」
が
運
行
を
開
始
し

た
。さ

ら
に
、
２
０
１
２
年
に
は
、
通
勤
車
両

６
０
０
０
系
が
運
行
を
開
始
。
水
戸
岡
氏
に
よ

る
デ
ザ
イ
ン
で
、
車
体
に
走
る
青
い
ラ
イ
ン
と

青
い
乗
降
扉
、
木
を
素
材
に
使
っ
た
客
室
の
床

や
つ
り
手
、
シ
ー
ト
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、

こ
だ
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引
き
付
け
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
電
車
に
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
い
て
、

電
車
の
運
転
時
刻
を
確
認
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が

多
い
」（
堀
内
専
務
）
と
い
う
の
も
納
得
だ
。

世
界
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
周
遊
バ
ス
の
拡
充

広
域
な
富
士
山
麓
で
は
、
現
地
で
の
移
動
手

段
が
重
要
と
な
り
、
富
士
急
行
で
は
「
鉄
道
や

高
速
バ
ス
で
富
士
山
麓
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

方
々
に
、
公
共
交
通
機
関
で
エ
リ
ア
内
を
不
自

由
な
く
回
れ
る
よ
う
に
整
備
す
る
の
が
、
重
要

な
役
割
」（
堀
内
専
務
）
だ
と
考
え
て
い
る
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
に
関

わ
る
文
化
財
は
、
そ
の
山
体
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
に
あ
る
神
社
や
登
山
道
、
溶
岩
樹
型
、
湖

沼
な
ど
が
構
成
要
素
・
構
成
資
産
と
し
て
含
ま

れ
る
。
富
士
急
行
で
は
、
点
在
す
る
富
士
山
の

構
成
要
素
・
構
成
資
産
を
中
心
に
、
美
術
館
や

博
物
館
な
ど
の
観
光
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

め
ぐ
る
周
遊
バ
ス
を
整
備
。
利
用
の
し
や
す
さ

で
観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

周
遊
バ
ス
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
富
士
山

駅
と
河
口
湖
駅
に
併
設
し
て
い
る
。
富
士
山
駅

か
ら
は
、
山
中
湖
方
面
を
周
遊
す
る
「
ふ
じ
っ

湖
号
」
が
発
着
。
河
口
湖
駅
か
ら
は
、
河
口
湖

周
遊
、
河
口
湖
・
西
湖
周
遊
の
二
つ
の
コ
ー
ス

が
発
着
し
て
お
り
、「
レ
ト
ロ
バ
ス
」
に
加
え
て

こ
の
４
月
か
ら
「
オ
ム
ニ
バ
ス
」
を
導
入
。
運

行
本
数
も
30
分
間
隔
か
ら
20
分
間
隔
に
増
便
し

た
。
ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
後
に
は
「
富
士
山

世
界
遺
産
ル
ー
プ
バ
ス
」
を
新
設
。
富
士
吉
田

市
内
の
五
つ
の
構
成
資
産
を
め
ぐ
る
。

現
在
、
富
士
急
行
で
は
、
こ
れ
ら
４
種
の
周

遊
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
１
日
約
70
便
が
富

士
山
麓
の
各
ス
ポ
ッ
ト
へ
観
光
客
を
輸
送
し
て

い
る
。
中
で
も
、
河
口
湖
を
周
遊
す
る
レ
ト
ロ

バ
ス
の
人
気
が
高
く
、
20
分
間
隔
の
運
行
で
も

間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
で
、
増
発
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
。
取
材
日
も
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
乗
客
が
多
く
、
急
き
ょ
増
発
さ
れ
て
い
た
。

「
グ
ル
ー
プ
で
『
富
士
山
』
を
前
面
に
押
し

出
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
取
り
組
む
中
で
、
登

録
後
の
観
光
客
の
増
加
を
予
測
し
、
周
遊
バ
ス

に
つ
い
て
も
路
線
を
増
や
す
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
た
。
現
在
は
、
想
像
以
上
の
旅
客
増
と

な
っ
て
お
り
、
便
数
や
ダ
イ
ヤ
の
検
討
を
含
め
、

細
や
か
に
需
要
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
国
内

外
か
ら
お
越
し
い
た
だ
く
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

に
と
っ
て
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
２
次
交
通

を
整
備
し
て
い
く
」（
堀
内
専
務
）

周遊バス　1鉄道の「乗ること」自体が一つの目的になるようにというコ
ンセプトは、バスにも共通している。クラシカルなボンネットバスは「レト
ロバス」 2４月から運行を開始したバリアフリー対応の新型ノンステップ車
両「オムニバス」は水戸岡氏がデザインを担当した 3ヘッドマークを付け
ているのは「富士山世界遺産ループバス」

1

2

3

周遊バスの乗り場には、バスルートなどをガイドする多言語表示の案内板が設置されている 
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特集：富士山とともに
［富士急行と富士山麓観光］

外
国
人
が
利
用
し
や
す
い
交
通
機
関
へ

で
は
、
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

富
士
急
行
で
は
２
０
０
４
年
度
か
ら
外
国
人

観
光
客
が
利
用
し
や
す
い
バ
ス
交
通
の
整
備
に

取
り
組
み
、
音
声
と
映
像
の
４
カ
国
語
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
導
入
。
富
士
山
駅
・
河
口
湖
駅
の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
バ
ス
の
発
車
時
刻
を
案
内
す

る
４
カ
国
語
対
応
モ
ニ
タ
ー
を
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
受

け
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
や
景
勝
地
を
沿
線

に
持
つ
14
路
線
の
「
色
分
け
」
と
「
停
留
所
の

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」
を
実
施
。
並
行
し
て
富
士
山

五
合
目
の
乗
車
券
売
り
場
・
停
留
所
の
多
言
語

化
を
進
め
、
富
士
登
山
の
下
山
間
違
い
の
９
割

を
外
国
人
が
占
め
る
こ
と
か
ら
「
下
山
間
違
え

バ
ス
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
、
下
山
間

違
い
の
外
国
人
登
山
者
に
配
布
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
を
対
象
に
し
た
多
種
の
企
画

切
符
も
販
売
し
て
い
る
。「
富
士
箱
根
パ
ス
」

は
、
外
国
人
観
光
客
に
人
気
の
あ
る
箱
根
と
富

士
五
湖
を
周
遊
で
き
る
も
の
で
、
新
宿

－
富
士

五
湖
の
高
速
バ
ス
と
、
エ
リ
ア
内
の
鉄
道
（
富

士
急
行
線
の
一
部
・
小
田
急
線
・
箱
根
登
山

線
）、
路
線
バ
ス
、
遊
覧
船
な
ど
が
フ
リ
ー
で
利

用
で
き
る
。
昨
年
度
は
飛
躍
的
に
売
り
上
げ
枚

数
が
向
上
し
た
と
い
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
富
士
急
行
線
の
「M

t.Fuji 
Round T

rip T
icket

」
は
、
都
区
内
か
ら
大
月

を
経
由
し
て
河
口
湖
ま
で
乗
り
降
り
自
由
の
企

画
切
符
（
期
間
限
定
発
売
）。
バ
ス
も
富
士
山

駅
・
河
口
湖
駅

－

五
合
目
間
が
フ
リ
ー
と
な
る
。

外
国
人
限
定
で
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

共
同
の
「
世
界
遺
産
・
富
士
山
フ
リ
ー
乗
車
券
」

は
、
出
発
駅
か
ら
大
月
駅
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
往
復
乗

車
券
に
加
え
、
富
士
急
行
線
と
周
遊
バ
ス
が
２

日
間
乗
り
降
り
自
由
に
な
る
企
画
切
符
だ
。

「
富
士
五
湖
周
辺
は
、
観
光
の
75
％
を
マ
イ

カ
ー
が
占
め
て
い
る
。
公
共
交
通
機
関
を
使
っ

て
周
遊
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
連
携
、
使
い
勝
手
の
よ
い
企
画
切
符
を
提
供

し
て
い
る
」（
堀
内
専
務
）

地
元
住
民
の
足
を
確
保

観
光
鉄
道
と
し
て
賑
わ
う
富
士
急
行
線
だ

が
、
地
元
住
民
の
通
勤
通
学
路
線
、
生
活
路
線

と
し
て
の
役
割
も
大
き
い
。
富
士
急
行
で
は
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
て
企
業
努
力
を
重

ね
て
い
る
。

学
生
を
対
象
に
、
バ
ス
で
は
平
日
限
定
の

「
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
定
期
」
を
低
価
格
で
販
売
。

富
士
急
行
線
の
通
学
定
期
は
「
高
校
」「
大
学
・

専
門
学
校
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
高
校
生
以
下

は
消
費
税
増
税
後
も
通
学
定
期
の
発
売
価
格
を

据
え
置
い
て
い
る
た
め
、
高
校
が
約
60
％
、
大

学
・
専
門
学
校
が
約
59
％
と
、
高

い
割
引
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
65
歳
以
上
を
対
象
に
発
売
し

て
い
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
９
割
以

上
の
割
引
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「
富
士
急
行
線
の
定
期
・
定
期

外
の
人
数
比
率
は
４
：
６
と
、
定

期
利
用
者
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

鉄
道
が
地
元
の
方
々
の
生
活
を
支

え
て
い
る
。
定
期
を
買
い
や
す
い

価
格
に
設
定
し
た
り
、
定
期
券
の

乗
り
越
し
区
間
の
運
賃
を
土
休
日

は
半
額
に
す
る
な
ど
、
地
元
の
方
々
に
乗
っ
て

い
た
だ
く
工
夫
を
し
て
い
る
」（
堀
内
専
務
）

さ
ら
に
、
富
士
急
行
線
各
駅

－

富
士
山
駅
往

復
切
符
と
Ｑ

－

Ｓ
Ｔ
Ａ
お
買
い
物
券
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
乗
車
券
、
首
都
圏
方
面
に
向
か
う
時

に
使
っ
て
も
ら
う
沿
線
各
駅

－

大
月
駅
間
の
割

引
往
復
切
符
な
ど
、「
乗
っ
て
も
ら
う
」
工
夫

を
凝
ら
し
た
企
画
切
符
を
発
売
し
て
い
る
。

沿
線
自
治
体
と
の
協
働
も
進
め
て
い
る
。
富

士
吉
田
市
で
は
、
全
区
間
１
０
０
円
の
循
環
バ

ス
「
タ
ウ
ン
ス
ニ
ー
カ
ー
」
を
運
行
。
富
士
山

駅
を
起
点
に
、
３
路
線
を
「
右
回
り
」
と
「
左

回
り
」
で
循
環
さ
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
市
立

病
院
を
経
由
す
る
運
行
形
態
で
、
こ
の
タ
ウ
ン

ス
ニ
ー
カ
ー
と
富
士
急
行
線
を
セ
ッ
ト
に
し
た

割
引
乗
車
券
も
発
売
し
て
い
る
。

同
じ
取
り
組
み
は
、
都
留
市
で
も
行
わ
れ
て

い
る
。
都
留
市
駅
を
起
点
に
、
市
立
病
院
や
公

共
施
設
を
経
由
す
る
循
環
バ
ス
を
「
右
回
り
」

と
「
左
回
り
」
で
１
日
６
便
運
行
。
さ
ら
に
、

市
立
病
院
を
起
点
に
都
留
市
駅
を
経
由
し
て
２

方
面
に
向
か
う
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
を
運

行
し
て
い
る
。
自
治
体
の
決
定
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
の
も
、
地
域
に
根
差
し
、
幅
広
い
交
通

事
業
を
展
開
す
る
富
士
急
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
沿
線
人
口
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
鉄
道

と
し
て
は
、
将
来
的
に
は
交
流
人
口
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
観
光
鉄
道
と
し
て

観
光
客
誘
致
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
。
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
地
元
の
方
々

の
足
と
し
て
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
く
。
こ

の
両
輪
で
進
め
て
い
く
が
、
課
題
は
歴
史
が
あ

る
分
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
。
い
か

に
安
全
に
投
資
し
、
更
新
し
て
い
く
か
。
国
や

地
方
自
治
体
の
ご
支
援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
な
鉄
道
を
目
指
し
て
い
く
」（
堀
内
専
務
）

今
か
ら
88
年
前
、
富
士
山
麓
を
世
界
に
名
だ

た
る
観
光
地
に
仕
上
げ
た
い
と
い
う
熱
意
の
下
、

開
業
し
た
富
士
急
行
。
そ
の
創
業
の
精
神
「
富

士
を
世
界
に
拓
く
」
そ
の
ま
ま
に
、
富
士
急
行

は
、
富
士
山
を
世
界
に
発
信
し
、
自
ら
の
取
り

組
み
を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
世

界
遺
産
登
録
で
改
め
て
注
目
が
集
ま
る
富
士
山

麓
だ
が
、
富
士
急
行
は
地
域
と
と
も
に
発
展
を

重
ね
て
い
く
だ
ろ
う
。

123沿線自治体との協働で運行する循環バスは、地域の
人たちに欠かせない「足」になっている。「タウンスニー
カー」は富士山駅が起点。都留市駅では、「循環バス」と

「デマンドタクシー」が発着している
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